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ハ
ン
ス
・
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
　
〜
生
誕
百
年
に
寄
せ
て
〜

ガ
ブ
リ
エ
レ
・
Ｅ
・
マ
イ
ヤ
ー
（
石
橋
邦
俊
　
訳
）

１
９
２
３
年
４
月
５
日
、
ハ
ン
ス
・
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
初
め
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
（
当
時
は
ま
だ
コ
ン
サ
ー
ト
協
会

管
弦
楽
団
の
名
称
だ
っ
た
）
の
指
揮
台
に
立
っ
た
。
全
く
一
目
惚
れ
の
相
思
相
愛
と
で
も
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
か
、
歌
劇
場
新
監
督
と

し
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
着
任
し
て
一
年
を
経
た
ば
か
り
の
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
１
９
６
５
年
10
月
の
ク
ナ
の
死
に
致
る
ま
で
四
十
年
以

上
続
く
こ
と
と
な
る
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
カ
ー
と
彼
の
協
同
作
業
の
始
ま
り
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

Ⅰ
１
８
８
８
年
３
月
12
日
、
旧
ベ
ル
ク
公
爵
領
地
方
の
飲
料
製
造
業
者
の
息
子
と
し
て
エ
ル
バ
ー
フ
ェ
ル
ト
に
生
ま
れ
た
ハ
ン
ス
・
ク

ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
の
指
揮
者
の
才
は
、
既
に
早
く
か
ら
現
れ
た
。
12
才
で
児
童
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
生
徒
時
代
は
、

無
論
、
生
徒
た
ち
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
指
揮
し
た
。
両
親
は
こ
う
し
た
小
手
だ
め
し
に
初
め
は
好
意
と
微
笑
を
送
り
な
が
ら
、
だ
が
、

家
格
に
ふ
さ
わ
し
い
進
路
を
計
画
し
て
い
た
も
の
の
、
し
か
し
、
息
子
の
気
持
ち
を
翻
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ク
ナ
は
ボ
ン
大
学

哲
学
部
で
音
楽
学
を
修
め
、
哲
学
の
講
義
を
聴
講
し
た
。
実
践
的
な
教
育
は
ケ
ル
ン
の
コ
ン
セ
ル
ト
ヴ
ァ
ト
リ
ウ
ム
で
取
得
し
た
。
ク

ラ
ラ
・
シ
ュ
ー
マ
ン
の
弟
子
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
の
女
流
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ラ
ツ
ァ
ロ
・
ウ
ツ
ィ
エ
リ
（

）
の
ピ
ア
ノ
ク
ラ
ス
と
、

ギ
ュ
ル
ツ
ニ
ヒ
管
弦
楽
団
の
音
楽
監
督
、
フ
リ
ッ
ツ
・
シ
ュ
タ
イ
ン
バ
ッ
ハ
（

）
の
指
揮
の
ク
ラ
ス
に
通
っ
た
の
で
あ
る
。

迷
う
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ぬ
ク
ナ
の
頑
固
さ
の
た
め
か
、
当
時
、
衆
目
の
認
め
る
ブ
ラ
ー
ム
ス
指
揮
者
で
あ
り
、
ま
た
、
作
曲
者
と
も

親
交
の
あ
っ
た
シ
ュ
タ
イ
ン
バ
ッ
ハ
は
、
こ
の
若
者
を
「
才
能
無
し
」
と
し
て
早
々
に
追
い
出
し
て
し
ま
っ
た
が
、
ク
ナ
の
意
気
は
毫

も
削
が
れ
な
か
っ
た
。
数
十
年
後
、
ク
ナ
の
特
異
な
解
釈
に
質
問
を
向
け
た
詮
索
屋
の
あ
る
批
評
家
に
こ
う
答
え
て
い
る
、「
シ
ュ
タ

四
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イ
ン
バ
ッ
ハ
と
全
く
同
じ
よ
う
に
や
っ
て
い
る
の
で
す
。
で
も
、
こ
れ
は
ご
内
密
に
願
い
ま
す
よ
」

ブ
ラ
ー
ム
ス
の
解
釈
に
つ
い
て
、

「
ク
ナ
」（
彼
の
フ
ァ
ン
は
愛
情
を
こ
め
て
こ
う
呼
ん
だ
も
の
だ
が
）
は
大
学
時
代
、
何
か
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
に
思
え
る
が
、
こ

の
点
は
後
に
述
べ
よ
う
。

博
士
号
請
求
論
文
「
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
パ
ル
ジ
フ
ァ
ル
に
お
け
る
ク
ン
ド
リ
ー
の
本
質
」
は
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
オ
ペ
ラ

に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
成
果
で
あ
る
。
論
文
は
受
理
さ
れ
た
（
残
念
な
が
ら
写
し
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
作
品
の
中
心
人

物
の
一
人
、
ク
ン
ド
リ
ー
に
対
す
る
ク
ナ
の
見
解
は
、
間
違
い
な
く
興
味
深
い
だ
ろ
う
が
）。
し
か
し
、
口
頭
試
問
の
時
期
が
遅
す
ぎ

た
。
論
文
を
提
出
し
た
当
の
ク
ナ
は
、
ミ
ュ
ー
ル
ハ
イ
ム
と
ボ
ー
フ
ム
で
最
初
の
仕
事
に
就
い
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同

じ
頃
、
１
９
０
９
年
、
１
９
１
１
年
、
１
９
１
２
年
、
歌
劇
場
が
休
み
と
な
る
夏
、
バ
イ
ロ
イ
ト
で
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー

と
、
彼
の
唯
一
の
偉
大
な
模
範
と
な
っ
た
ハ
ン
ス
・
リ
ヒ
タ
ー
の
助
手
を
務
め
た
。
１
９
１
３
年
か
ら
１
８
年
、
故
郷
の
歌
劇
場
監
督

を
、
ま
た
、
こ
の
間
二
度
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
祭
の
音
楽
監
督
を
務
め
た
。
ほ
ん
の
短
期
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に
滞
在
し
た
後
、

１
９
２
０
年
、
デ
ッ
サ
ウ
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
劇
場
で
ド
イ
ツ
最
年
少
の
音
楽
総
監
督
の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
つ
い
に
１
９
２

２
年
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
い
う
評
判
を
露
払
い
に
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
か
ら
の
招
請
を
受
諾
し
た
の
で
あ
る
。

５
月
２
日
、
彼
は
最
初
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
「
オ
デ
オ
ン
」
で
行
い
、
数
日
後
、
州
立
劇
場
で
『
魔
笛
』
と
『
ヴ
ァ
ル
キ
ュ
ー
レ
』
を

指
揮
し
た
。
ほ
と
ん
ど
不
動
の
姿
勢
で
指
揮
を
す
る
こ
の
巨
人
は
、
名
声
に
違
わ
ぬ
実
を
示
し
た
に
違
い
な
い
。
５
月
11
日
、「
音
楽

総
監
督
局
は
ハ
ン
ス
・
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
を
バ
イ
エ
ル
ン
州
立
劇
場
第
一
カ
ペ
ル
マ
イ
ス
タ
ー
兼
歌
劇
場
監
督
と
し
て
」（「
バ

イ
エ
ル
ン
州
新
聞
」）
雇
用
す
る
旨
、
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
五
ヶ
月
後
、
こ
の
新
監
督
は
活
動
を
開
始
し
た
。「
気
さ
く
な
音
楽
家
で

も
、
禁
欲
的
な
托
鉢
僧
で
も
な
い
、
ま
し
て
や
、
ブ
ル
ー
ノ
・
ワ
ル
タ
ー
流
の
人
好
き
の
す
る
人
物
で
も
な
い
、
権
威
あ
る
司
令
官
が

部
署
に
つ
い
た
の
で
あ
る
」（
バ
イ
エ
ル
ン
放
送
制
作
生
誕
百
年
記
念
番
組
で
の
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ー
マ
ン
の
言
葉
）
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ

ッ
シ
ュ
を
熱
狂
的
な
喝
采
で
迎
え
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
聴
衆
は
、
こ
の
新
し
い
指
揮
者
の
活
躍
に
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
ほ
ど
の
期
待
を

寄
せ
た
。

五
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Ⅱ

１
９
２
３
年
４
月
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
と
の
あ
の
最
初
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
作
品
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
載
せ

ら
れ
て
い
た
。
二
重
協
奏
曲
（
ソ
リ
ス
ト
は
ア
ド
ル
フ
・
ブ
ッ
シ
ュ
と
パ
ウ
ル
・
グ
リ
ュ
ン
マ
ー
）、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
（
ア
ド

ル
フ
・
ブ
ッ
シ
ュ
）、
そ
し
て
第
三
交
響
曲
で
あ
る
。「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
最
新
情
報
」
の
批
評
は
讃
辞
に
溢
れ
て
い
る
。「
ハ
ン
ス
・
ク
ナ

ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
の
指
揮
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
協
会
管
弦
楽
団
の
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
夕
べ
の
第
三
交
響
曲
（
指
揮
者
は
こ
の
曲
に
格
別
の

愛
着
を
覚
え
て
い
る
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
）
は
、
感
情
の
集
中
と
緊
張
に
満
ち
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
の
ア
ド
ル
フ
・
ブ
ッ
シ
ュ

は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
技
巧
に
お
い
て
も
そ
の
音
楽
自
体
に
お
い
て
も
理
想
的
で
あ
っ
た
」（
１
９
２
３
年
４
月
７
日
）

そ
の
二
日

前
、
同
紙
は
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
の
ウ
ィ
ー
ン
初
登
場
コ
ン
サ
ー
ト
の
、
彼
地
で
の
批
評
を
転
載
し
て
い
た
（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
「
エ
ロ
イ
カ
」
と
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
「
第
三
」）「
…
大
き
な
身
振
り
は
な
い
、
指
揮
棒
を
不
安
定
に
大
き
く
振
り
回
す
こ
と
も
な
い
…

手
と
指
と
頭
の
小
さ
な
動
き
…
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
、
ウ
ィ
ー
ン
で
こ
の
名
は
銘
記
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」（
Ｊ
・
コ
ル
ン
ゴ
ル
ト
、

「
新
自
由
新
聞
」）

早
い
時
期
の
こ
の
二
つ
の
批
評
に
は
、
早
く
も
音
楽
家
ハ
ン
ス
・
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
の
二
つ
の
独
特
な
特
性
が
描
か
れ
て
い

る
。
凝
集
さ
れ
た
強
靭
な
感
情
を
伝
え
る
に
小
さ
な
身
振
り
、
小
さ
な
動
き
（
時
と
と
も
に
彼
は
そ
れ
を
最
小
限
度
の
簡
潔
な
暗
示
に

縮
小
し
て
い
っ
た
）
で
よ
し
と
す
る
、
こ
の
点
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
指
揮
法
に
比
べ
ら
れ
る
。
こ
の
上
な
く
込
入
っ
た

リ
ズ
ム
の
箇
所
で
も
拍
を
分
割
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
に
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
彼
の
指
揮
棒
を
ど
の
よ
う
に
し
て
追
う
こ
と
が
で
き
た

の
か
、
そ
れ
は
し
ば
し
ば
謎
で
あ
る
。
同
じ
く
指
揮
者
、
エ
ー
リ
ヒ
・
ク
ラ
イ
バ
ー
が
こ
う
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
、「
ハ
ン
ス
・
ク
ナ

ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
、
左
袖
の
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
を
上
げ
る
だ
け
で
、
１
０
０
人
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
さ
せ
、
轟
然
た

る
フ
ォ
ル
テ
ィ
ッ
シ
モ
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
人
の
指
揮
者
だ
」

「
ク
ナ
」
は
シ
ョ
ウ
マ
ン
指
揮
者
で
は
な
く
、
つ
と
か
ら
喝
采
を
唾
棄
し
て
い
た
。
唯
一
、
作
品
だ
け
が
大
切
だ
っ
た
。
彼
の
演
奏

は
ど
れ
も
、
替
え
ら
れ
得
ぬ
も
の
、
繰
り
返
さ
れ
得
ぬ
も
の
、
い
や
、
絶
対
的
に
一
回
限
り
の
も
の
と
い
う
相
を
帯
び
て
い
る
。
ク
ナ

ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
信
頼
し
、
念
を
入
れ
す
ぎ
た
練
習
（
プ
ロ
ー
ベ
）
の
産
物
で
あ
る
完
璧
主
義
よ
り
、

五
一

124



ガブリエレ・E・マイヤー（石橋邦俊　訳）

音
楽
す
る
自
発
性
と
直
観
（
彼
は
劇
的
な
パ
ト
ス
を
愛
し
て
い
た
）
を
是
と
し
て
い
た
。
プ
ロ
ー
ベ
は
彼
に
と
っ
て
、
演
奏
会
の
た
め

の
無
味
乾
燥
な
練
習
だ
っ
た
。
残
さ
れ
た
録
音
の
ほ
と
ん
ど
が
全
く
の
ラ
イ
ヴ
で
あ
り
、
レ
コ
ー
ド
用
の
そ
れ
が
僅
か
し
か
な
い
の
も

偶
然
で
は
な
い
。「
ク
ナ
」
に
は
真
剣
勝
負
の
場
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
お
け
る
即
興
の
息
吹
き
が
、
そ
し
て
聴
衆
さ
え
も
が
必
要
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ス
タ
ジ
オ
の
雰
囲
気
は
彼
に
と
っ
て
、
厭
わ
し
い
ば
か
り
だ
っ
た
。
無
論
、
作
品
そ
の
も
の
を
如

何
に
尊
重
し
て
い
て
も
、
彼
の
主
観
的
な
音
楽
の
や
り
方
が
、
賛
同
ば
か
り
を
得
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
如
何
と
も
為
し
難
い
。

当
時
の
新
聞
の
一
部
は
彼
を
は
っ
き
り
と
拒
絶
し
て
い
る
。
だ
が
、
彼
の
解
釈
へ
の
様
々
な
非
難
に
、
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
の
側

も
全
く
冷
静
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
１
９
２
９
年
１
月
28
日
、「
オ
デ
オ
ン
」
で
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
第
九
」
に
つ
い
て

の
オ
ス
カ
ー
・
フ
ォ
ン
・
パ
ン
ダ
ー
の
酷
評
は
、
何
ヶ
月
に
も
及
ぶ
「
批
評
家
裁
判
」
を
惹
き
起
こ
し
た
。
こ
の
時
の
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ

ブ
ッ
シ
ュ
の
、
一
片
の
配
慮
も
な
い
文
筆
業
者
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、
実
名
入
り
で
報
じ
ら
れ
た
、「
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ

ュ
氏
も
芸
術
家
と
し
て
、
批
評
家
に
対
し
無
神
経
と
い
う
よ
り
な
い
。
若
い
頃
に
は
随
分
と
思
い
切
っ
た
手
段
に
訴
え
ら
れ
た
こ
と
が

あ
る
。
デ
ッ
サ
ウ
で
指
揮
者
で
あ
っ
た
折
り
の
こ
と
、
あ
る
批
評
家
を
扉
か
ら
放
り
出
し
、
ロ
バ
呼
ば
わ
り
さ
れ
た
と
か
」（
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
電
信
新
聞
、
１
９
３
０
年
１
月
30
日
）

Ⅲ
ハ
ン
ス
・
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
が
オ
ペ
ラ
の
全
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
掌
中
に
収
め
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、
好

み
の
作
曲
家
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
中
心
を
統
べ
る
神
は
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
だ
っ
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
る
。
多
く
の
作
品
を
指
揮
し
た
が
、
晩
年
に
は
以
前
に
増
し
て
、
繰
り
返
し
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
、
ブ
ル
ッ
ク

ナ
ー
を
取
り
上
げ
、
ま
た
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
、
そ
し
て
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
も

立
ち
返
っ
た
。
し
か
し
で
あ
る
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
活
動
を
始
め
た
頃
、
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
完
全
に
近
現
代
音
楽
の
促
進
者
と

目
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
結
局
、
そ
こ
か
ら
本
当
の
結
び
つ
き
が
生
ま
れ
る
に
到
ら
な
か
っ
た
が
）。「
オ
デ
オ
ン
」
で
は
、
ア
ル
フ

レ
ド
・
カ
セ
ラ
「
パ
ル
テ
ィ
ー
タ
」（
１
９
２
７
年
11
月
14
日
）、
パ
ウ
ル
・
ヒ
ン
デ
ミ
ッ
ト
「
管
弦
楽
の
た
め
の
協
奏
曲
」
作
品
35
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（
同
年
11
月
28
日
）、
イ
ゴ
ー
ル
・
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
「
春
の
祭
典
」（
同
年
12
月
５
日
）、
ア
ル
チ
ュ
ー
ル
・
オ
ネ
ゲ
ル
「
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
２
３
１
」（
２
８
年
11
月
26
日
）、
そ
し
て
ベ
ラ
・
バ
ル
ト
ー
ク
「
第
一
組
曲
」（
３
０
年
11
月
17
７
日
）
で
物
議
を
醸
し
、
州

立
劇
場
で
は
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ェ
ル
ス
「
緑
ズ
ボ
ン
の
ド
ン
・
ギ
ル
」（
２
４
年
11
月
25
日
）、
ヴ
ォ
ル
フ
＝
フ
ェ
ラ
ー
リ

「
天
国
の
装
い
」（
２
７
年
４
月
21
日
）、
ア
ル
バ
ー
ト
・
コ
ー
ツ
「
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ペ
ピ
ス
」（
２
９
年
12
月
21
日
）
ヤ
ロ
ミ
ー
ル
・
ヴ

ァ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
「
愛
し
い
声
」（
３
１
年
２
月
28
日
）、
ハ
ン
ス
・
プ
フ
ィ
ッ
ツ
ナ
ー
「
心
」（
３
１
年
11
月
12
日
）、
こ
れ
ら
の
作
品

の
世
界
初
演
を
、
ま
た
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ネ
ル
テ
「
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
」
の
ド
イ
ツ
初
演
（
２
３
年
11
月
24
日
）
を
行
っ
た
。

新
し
い
演
目
で
は
他
に
、
エ
ー
リ
ヒ
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
コ
ル
ン
ゴ
ル
ト
「
死
の
都
」（
２
２
年
12
月
９
日
）
や
、
当
時
ま
だ
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
ヘ
ン
デ
ル
「
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
」（
２
３
年
11
月
28
日
）
が
あ
る
。
オ
ペ
ラ
指
揮
者
に
し
て
は
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

や
プ
ッ
チ
ー
ニ
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、「
マ
ク
ベ
ス
」
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
初
演
（
３
４
年
12
月
22
日
）
を
行
い
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
の

「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
」（
２
７
年
11
月
11
日
）
や
「
西
部
の
娘
」（
３
４
年
３
月
３
日
）
を
指
揮
し
て
い
る
。

し
か
し
、「
ク
ナ
」
が
そ
の
本
質
に
お
い
て
ウ
ィ
ー
ン
古
典
派
と
19
世
紀
音
楽
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
時
と
と

も
に
彼
は
同
時
代
の
作
曲
家
に
自
分
を
閉
ざ
し
て
い
っ
た
。「
ヒ
ン
デ
ミ
ッ
ト
の
猿
ま
ね
屋
ど
も
」
に
は
、「
喰
い
過
ぎ
ち
ま
っ
て
、
反

吐
が
出
る
」
の
で
あ
る
。
近
現
代
音
楽
と
彼
の
、
幾
分
、
不
協
和
な
関
係
は
、
１
９
４
８
年
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
も
反
映
し
て
い
る
。

「
新
音
楽
」
の
熱
心
な
援
護
者
で
あ
り
、
戦
後
、
初
代
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
音
楽
総
監
督
を
務
め
た
ハ
ン
ス
・
ロ
ス
バ
ウ
ト
が
、

あ
る
日
、
ハ
ン
ス
・
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
の
客
演
し
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
訪
れ
た
。
休
憩
時
間
に
一
冊
の

ス
コ
ア
を
抱
え
、
ロ
ス
バ
ウ
ト
は
先
輩
を
訪
ね
、
質
問
し
た
、「
こ
の
ス
コ
ア
を
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
、
如
何
で
し
ょ
う
」、「
ク
ナ
」

は
表
紙
を
ち
ら
り
と
眺
め
、
作
曲
者
の
名
前
を
読
ん
だ
。
カ
ー
ル
・
ア
マ
デ
ウ
ス
・
ハ
ル
ト
マ
ン
。
そ
し
て
、
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
に
唸
っ

た
の
で
あ
る
、「
や
れ
、
あ
な
た
は
ま
ぁ
、
糞
み
た
い
な
も
の
を
何
で
も
指
揮
す
る
の
で
す
な
」

後
の
後
の
こ
と
、
音
楽
評
論
家
、

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
、
オ
ル
フ
の
「
ベ
ル
ナ
ウ
の
女
」
を
誉
め
ち
ぎ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
す
ぐ
さ
ま
、
短
い
答
え
が
返
っ

て
き
た
、「
私
に
は
、
内
容
の
あ
る
音
楽
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
言
葉
を
あ
な
た
が
別
様
に
解
し
て
い
て
も
、
私
の
せ
い
で
は
あ
り

ま
せ
ん
」

バ
ッ
ハ
、
ヘ
ン
デ
ル
、
グ
ル
ッ
ク
の
音
楽
に
も
、
彼
は
同
様
に
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
。
特
筆
す
べ
き
こ
と
に
、
バ
ッ
ハ

五
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の
中
で
「
マ
タ
イ
受
難
曲
」
だ
け
は
、
彼
自
身
、
好
ん
で
い
た
。
ブ
ル
ー
ノ
・
ワ
ル
タ
ー
が
始
め
た
慣
習
に
従
っ
て
、
彼
は
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
で
、
毎
年
、
聖
金
曜
日
に
、
数
十
年
に
わ
た
っ
て
こ
の
作
品
を
教
員
合
唱
協
会
と
演
奏
し
た
の
で
あ
る
。

Ⅳ
や
む
を
得
ず
、
長
期
に
わ
た
る
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
１
９
３
５
年
以
前
の
「
ク
ナ
」
と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト

活
動
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
１
９
３
１
年
か
ら
３
２
年
の
冬
の
シ
ー
ズ
ン
に
、「
０
番
」
と
ヘ

短
調
交
響
曲
も
含
め
て
演
奏
さ
れ
た
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
交
響
曲
全
作
品
の
初
の
ツ
ィ
ク
ル
ス
（
音
楽
評
論
家
パ
ウ
ル
・
エ
ー
ラ
ー
の
発
案

で
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
劇
場
協
会
」
が
催
し
た
）
に
「
第
八
」
で
参
加
し
た
こ
と
、
そ
し
て
「
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ウ
ゼ
ッ
ガ
ー

60
才
記
念
シ
リ
ー
ズ
」
の
最
終
夜
で
１
９
０
３
年
の
「
鍛
冶
屋
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
」
と
大
編
成
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
終
曲
部
合
唱
の
た
め
の

「
自
然
交
響
曲
」（
１
９
１
１
年
）
を
指
揮
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。「
ハ
ン
ス
・
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
と
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
、
教
員
合
唱
協
会
に
よ
る
ハ
ウ
ゼ
ッ
ガ
ー
の
二
作
品
の
演
奏
は
、
四
日
間
の
祝
祭
を
締
め
く
く
る
に
相
応
し
か
っ
た

…
」（
Ｏ
・
フ
ォ
ン
・
パ
ン
ダ
ー
、
１
９
３
２
年
10
月
28
日
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
最
新
情
報
」）

さ
て
、
時
代
情
況
は
微
妙
に
な
っ
て
き
た
。
別
種
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
出
演
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
１
９
３
３

年
12
月
５
日
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
Ｓ
Ｓ
が
催
し
た
祝
祭
演
奏
会
（
お
そ
ら
く
こ
の
種
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
「
ク
ナ
」
が
登
場
し
た
唯
一
の
例

だ
ろ
う
）
を
報
じ
る
、
き
わ
め
て
典
型
的
な
記
事
は
、
こ
の
指
揮
者
を
「
ド
イ
ツ
的
な
」
音
楽
家
と
誉
め
そ
や
し
て
い
る
。「
ハ
ン

ス
・
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
が
舞
台
に
現
れ
る
。
す
っ
く
と
立
っ
た
痩
身
の
長
躯
、
ま
さ
し
く
ド
イ
ツ
的
音
楽
家
の
姿
だ
。
彼
が
ゆ

っ
く
り
と
指
揮
棒
を
上
げ
る
。
荘
重
な
弱
音
が
ホ
ー
ル
を
満
た
し
、
す
る
と
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
音
楽
の
魔
力
が
人
々
を
捕
ら
え
、
放
さ

な
い
。
悠
々
と
、
だ
が
正
確
な
動
き
で
、
指
揮
者
は
こ
の
易
し
く
は
な
い
作
品
（
原
注

タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
序
曲
）
を
見
渡
し
、
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
を
最
大
の
フ
ォ
ル
テ
ッ
シ
モ
ま
で
導
い
て
い
く
。
そ
の
卓
越
し
た
能
力
の
開
示
…
指
揮
者
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
音
楽
は
、
分
か

ち
得
ぬ
統
一
体
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
演
奏
は
た
だ
、
全
霊
を
以
っ
て
芸
術
家
た
る
者
だ
け
に
可
能
な
の
だ
。
人
々
は
心
を
奪
わ
れ
、

黙
し
、
座
し
、
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
わ
れ
ぬ
表
情
を
浮
か
べ
聞
き
入
っ
て
い
る
。
…
短
い
休
憩
、
そ
の
後
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル

五
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は
「
エ
ロ
イ
カ
」
を
演
奏
す
る
。
…
再
び
、
人
々
は
敬
虔
の
思
い
に
身
を
沈
め
る
。
先
程
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
聴
い
た
我
々
に
は
、
こ
れ
を

凌
ぐ
も
の
は
最
早
あ
り
得
ま
い
と
思
わ
れ
た
の
だ
が
、
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
と
こ
の
指
揮
者
の
タ
ク
ト
の
も
と
で
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
作
品
は
、
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
の
だ
っ
た
…
」

絵
本
に
で
も
出
て
く
る
よ
う
な
こ
の
浮
き
世
離
れ
し
た
指
揮
者
は
、
は
じ
め
、
民
族
主
義
的
な
思
想
一
般
に
多
く
の
意
味
で
共
感
を

抱
い
て
い
た
よ
う
だ
。
彼
の
自
分
の
神
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
関
わ
る
と
な
る
と
、
殊
に
そ
う
で
あ
る
。
１
９
３
３
年
２
月

10
日
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
没
後
50
年
に
寄
せ
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
大
講
堂
で
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
が
行
っ
た
記
念
講
演
に
抗
議
し
た
、
あ
の
不

名
誉
な
「
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
街
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
プ
ロ
テ
ス
ト
」
に
、
困
っ
た
こ
と
に
一
役
買
っ
て
し
ま
っ
た
の
も
、
こ
の

た
め
で
あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
な
ど
と
は
ま
る
で
無
関
係
な
こ
の
「
阿
呆
く
さ
い
吊
し
上
げ
」（
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
）
に

は
、
た
だ
一
人
、
画
家
ハ
ン
ス
・
プ
ル
マ
ン
を
別
に
し
て
、
す
べ
て
の
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
が
一
致
団
結
し
て
（
稀
な
出
来
事
で
あ
る
）

署
名
し
た
。
ハ
ン
ス
・
プ
フ
ィ
ッ
ツ
ナ
ー
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
、
そ
し
て
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ウ
ゼ
ッ
ガ
ー
の

名
も
あ
っ
た
。「
ド
イ
ツ
の
民
族
意
識
の
高
揚
が
堅
牢
な
骨
格
を
得
た
今
と
な
っ
て
は
、
偉
大
な
ド
イ
ツ
の
巨
匠
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ

ー
グ
ナ
ー
へ
の
想
い
を
誹
謗
か
ら
護
る
べ
く
、
我
々
が
公
に
呼
び
か
け
て
も
、
そ
れ
が
非
本
質
的
な
些
事
と
受
け
流
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
得
な
い
。
我
々
は
ワ
ー
グ
ナ
ー
を
最
も
深
い
ド
イ
ツ
的
感
情
の
、
音
楽
的
戯
曲
的
発
現
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
こ
の
ド
イ
ツ
的
感

情
は
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
氏
の
ま
こ
と
に
持
っ
て
回
っ
た
口
調
の
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
記
念
講
演
を
一
例
と
す
る
よ
う
な
、
形

式
美
の
次
元
の
み
に
終
始
す
る
ス
ノ
ビ
ズ
ム
に
よ
っ
て
侮
辱
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
…
」

他
方
、
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
、
自
分
の
こ
と
と
な
る
と
決
し
て
「
口
出
し
さ
せ
な
か
っ
た
」

同
様
に
、
音
楽
に
せ
よ
言
葉

に
せ
よ
、「
ク
ナ
」
の
言
い
切
り
御
免
の
衝
動
的
な
反
応
と
そ
れ
を
押
し
通
す
意
志
の
力
は
、
彼
の
特
徴
だ
っ
た
。
情
況
は
先
鋭
の
度

を
増
し
て
き
た
。
１
９
３
４
年
の
年
末
頃
、「
歌
劇
場
監
督
の
ポ
ス
ト
の
交
替
が
考
慮
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
風
評
は
公
式
に
否

定
さ
れ
、
時
と
と
も
に
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
た
も
の
の
、
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
信
任
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
（「
バ
イ
エ
ル
ン
州

政
府
は
、
音
楽
総
監
督
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
教
授
が
、
そ
の
州
立
劇
場
の
芸
術
的
指
導
に
対
し
政
府
の
全
幅
の
信
頼
を
得
て
い
る

と
い
う
声
明
に
重
き
を
置
く
も
の
で
あ
る
」）、
そ
れ
も
最
早
僅
か
な
期
間
し
か
続
か
な
か
っ
た
。
１
９
３
５
年
10
月
、
軍
服
の
芸
術
審
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査
官
は
、
歌
劇
場
長
の
歯
に
衣
着
せ
ぬ
発
言
に
遂
に
緒
を
切
っ
た
。
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
の
、
国
家
社
会
主
義
政
権
へ
の
徹
底
的

な
拒
絶
、
功
績
あ
る
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
芸
術
家
擁
護
、
そ
し
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
管
区
長
へ
の
不
妥
協
が
、
と
う
と
う
彼
の
「
熱
冷
ま
し
」、

つ
ま
り
、
解
雇
と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
の
指
揮
停
止
処
分
と
い
う
結
果
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
数
日
前
、「
ク
ナ
」
は
「
オ
デ
オ
ン
」

で
の
演
奏
後
、
彼
に
熱
狂
的
な
喝
采
を
送
る
聴
衆
に
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
て
い
た
、「
最
終
的
に
ど
う
な
る
の
か
、
私
に
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。
で
す
が
、
私
が
こ
こ
に
留
ま
ろ
う
と
、
望
ま
ず
し
て
去
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
、
私
の
心
は
常
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
あ
り
ま
す
」

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
民
に
は
、
翌
年
２
月
の
短
い
新
聞
報
告
で
十
分
だ
っ
た
、「
帝
国
バ
イ
エ
ル
ン
総
督
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
立
歌
劇
場

音
楽
総
監
督
、
ハ
ン
ス
・
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
教
授
を
、
帝
国
に
対
す
る
氏
の
忠
実
な
貢
献
に
謝
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
休
職

と
す
る
」

ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
の
一
件
は
片
が
付
い
た
か
に
見
え
た
。
し
か
し
、
も
う
公
衆
の
前
に
立
つ
こ
と
は
な
い
「
ク
ナ
」
を
、
権

力
者
た
ち
は
明
ら
か
に
少
な
か
ら
ず
恐
れ
て
い
た
。
彼
が
「
運
動
の
中
心
都
市
」
に
こ
れ
以
上
滞
在
す
る
の
は
望
ま
し
く
な
か
っ
た
。

ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
ウ
ィ
ー
ン
へ
向
か
っ
た
。
…
だ
が
、
彼
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
へ
の
想
い
は
、
ど
れ
ほ
ど
魅
力
的
な
条
件
が
出
さ

れ
て
も
他
の
歌
劇
場
と
は
一
切
契
約
し
な
か
っ
た
一
事
を
以
っ
て
し
て
も
、
証
明
さ
れ
る
。

１
９
４
４
年
春
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
の
本
拠
地
、
テ
ュ
ル
ケ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
の
「
ト
ー
ン
ハ
レ
」
は
、
ま
だ
破
壊
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
）、
文
化
局
と
当
時
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
音
楽
総
監
督
オ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
・
カ
バ
ス
タ
は
「
１
９
４
４
年
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

の
夏
音
楽
祭
の
一
環
と
し
て
、
著
名
な
客
演
指
揮
者
に
よ
る
大
規
模
な
交
響
曲
連
続
演
奏
会
」
を
企
画
し
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
離
れ
、

ウ
ィ
ー
ン
に
暮
し
て
い
る
ハ
ン
ス
・
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
が
念
頭
に
浮
か
ん
だ
（
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
以
前
と
変
わ
ら
ず
、

ド
イ
ツ
国
内
に
も
登
場
し
て
い
た
。
ベ
ル
リ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
出
演
し
て
い
た
の
だ
。
お
そ
ら
く
、
悪
化
し
た
情
況
を
糊
塗
す
る

た
め
の
看
板
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
）
と
も
か
く
も
、
急
遽
、
差
し
支
え
な
し
と
い
う
許
可
を
得
た
後
で
、
ウ
ィ
ー
ン
へ
招
待
状
が
送
ら
れ

た
、「
こ
の
ツ
ィ
ク
ル
ス
の
う
ち
、
一
つ
、
も
し
く
は
、
二
つ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
客
演
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

選
り
抜
き
の
丁
寧
な

言
葉
で
「
ク
ナ
」
は
断
っ
た
。
第
二
の
故
郷
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
長
期
に
わ
た
り
不
在
と
し
た
後
に
再
び
指
揮
台
に
立
つ
と
し
て
、
そ
の
最

初
の
演
奏
会
が
あ
る
別
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
彼
の
昔
な
じ
み
の
州
立
管
弦
楽
団
を
深
く
傷
つ
け
る
こ
と
と
な
ろ
う
と
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い
う
そ
の
理
由
は
、
間
違
い
な
く
、
単
な
る
言
い
逃
れ
の
口
実
で
は
な
か
っ
た
。
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
の
演
奏
会
活
動
の
情
況
か
ら
見
て
、

州
立
管
弦
楽
団
と
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
当
面
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
旨
、「
帝
国
指
導
者
閣
下
」
み
ず
か
ら
、
取
り
急
ぎ
確
言
し
た
の
だ

っ
た
が
、
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
ま
た
も
断
っ
た
。
今
度
は
前
回
に
輪
を
か
け
て
丁
重
だ
っ
た
、
い
や
、
ほ
と
ん
ど
皮
肉
で
あ
っ

た
。「
毎
年
の
習
い
で
あ
る
ス
イ
ス
で
の
湯
治
と
、
ド
イ
ツ
国
外
で
の
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
へ
の
客
演
」
の
た
め
、
日
程
を
変
更
で
き

な
い
、
遺
憾
で
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
か
の
後
日
を
（
！
）
期
す
こ
と
と
す
る
…

Ⅴ
第
三
帝
国
崩
壊
後
、「
ク
ナ
」
は
す
ぐ
さ
ま
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
立
歌
劇
場
の
最
初
の
催
し
へ
帰
っ
て
き
た
（
州
立
管
弦
楽
団
に
し
て

も
、
恥
ず
べ
き
や
り
方
で
追
放
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
彼
ら
の
音
楽
総
監
督
を
「
返
還
し
て
」
も
ら
う
た
め
、
ず
っ
と
手
を
こ
ま
ね
い
て

い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
）。
１
９
４
５
年
８
月
17
日
金
曜
日
17
時
、
遂
に
そ
の
時
が
来
た
。
文
化
相
ヒ
ッ
プ
教
授
と
州
立
歌
劇
場
総

支
配
人
バ
ウ
ク
ナ
ー
教
授
の
幾
ら
か
の
挨
拶
の
後
、
ハ
ン
ス
・
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
が
、
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー

ン
＝
バ
ル
ト
ル
デ
ィ
の
序
曲
「
凪
の
海
、
そ
し
て
楽
し
い
航
海
」
の
指
揮
棒
を
降
ろ
し
た
の
だ
。
そ
し
て
僅
か
に
数
日
後
、
８
月
21
日
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
は
、
思
い
焦
が
れ
待
ち
焦
が
れ
て
い
た
彼
ら
の
客
演
指
揮
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
は
、
プ
リ
ン
ツ
レ

ゲ
ン
ト
劇
場
で
「
政
治
的
信
条
の
た
め
、
国
家
社
会
主
義
に
迫
害
さ
れ
た
人
々
を
顕
彰
す
る
」
コ
ン
サ
ー
ト
を
指
揮
し
た
。

も
っ
と
も
そ
の
後
、
ど
う
し
た
わ
け
か
、
彼
は
新
た
に
運
命
の
手
に
捕
ら
え
ら
れ
た
か
に
見
え
た
。
同
年
晩
秋
、
早
く
も
ク
ナ
ッ
パ

ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
、
い
わ
ゆ
る
反
ユ
ダ
ヤ
的
発
言
の
た
め
に
「
終
身
」
指
揮
活
動
禁
止
処
分
を
受
け
と
っ
た
。
今
度
は
ア
メ
リ
カ
人
か

ら
で
あ
る
。「
ク
ナ
」
は
抗
わ
な
か
っ
た
。
自
ら
の
名
誉
回
復
の
た
め
の
、
何
の
手
も
打
た
な
か
っ
た
。
人
を
避
け
る
彼
の
生
来
の
傾

向
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
急
場
凌
ぎ
の
住
ま
い
で
（
何
と
し
て
も
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
仕
事
が
し
た
か
っ
た
の
だ
、
ウ
ィ
ー
ン
で
は
な
く
）、

自
分
の
ス
コ
ア
に
没
頭
し
、
苦
々
し
い
幻
滅
を
噛
み
し
め
な
が
ら
「
遺
憾
な
る
誤
っ
た
処
遇
に
対
す
る
謝
罪
」
を
待
ち
わ
び
て
い
た
。

１
９
４
７
年
の
復
活
祭
期
間
、
六
十
才
を
目
の
前
に
し
て
ク
ナ
は
、
バ
ン
ベ
ル
ク
と
ベ
ル
リ
ン
の
演
奏
会
の
後
に
、
よ
う
や
く
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
の
聴
衆
の
前
に
現
れ
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
の
、
こ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ブ
ラ
ー
ム
ス
没
後
50
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
の
プ
ロ
グ
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ラ
ム
は
、
第
二
、
第
三
交
響
曲
だ
っ
た
。
１
９
２
３
年
の
デ
ビ
ュ
ー
で
も
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
と
奏
で
た
、
彼
が
殊
の
ほ
か
愛
し
た

「
第
三
」
で
あ
る
。

１
９
４
７
年
４
月
の
こ
の
ブ
ラ
ー
ム
ス
記
念
演
奏
会
が
、
ハ
ン
ス
・
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
の
新
た
な

出
発
点
と
な
っ
た
（
１
９
４
５
年
８
月
25
日
の
再
会
第
一
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
と
て
も
比
較
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
）。「
南
ド

イ
ツ
新
聞
」
す
ら
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
性
格
の
あ
る
催
し
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
、「
音
楽
総
監
督
ロ
ス
バ
ウ
ト
の
招
き
を

受
け
、
ハ
ン
ス
・
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
復
活
祭
の
三
日
に
わ
た
り
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ブ
ラ
ー
ム
ス
没
後
50
年
記
念
演
奏
会
を
指
揮

し
た
。
こ
の
催
し
は
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
性
格
を
帯
び
て
い
た
。
ナ
チ
台
頭
以
前
、
久
し
き
に
わ
た
っ
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
州
立
歌
劇
場

の
命
運
を
導
き
、
長
い
不
在
の
後
に
多
く
の
賛
美
者
の
前
に
姿
を
現
し
た
こ
の
人
は
、
こ
の
地
で
忘
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
、
そ
し
て
、

常
に
い
つ
ま
で
も
、
歓
迎
さ
れ
る
客
人
で
あ
る
だ
ろ
う
。
指
揮
台
に
登
場
し
た
時
の
嵐
の
よ
う
な
喝
采
、
そ
し
て
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
交

響
曲
の
彼
の
演
奏
に
感
謝
す
る
、
こ
れ
も
劣
ら
ず
激
し
い
喝
采
が
そ
の
証
拠
で
あ
る
。
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
が
大
変
な
指
揮
者
で

あ
る
こ
と
に
議
論
の
余
地
は
な
い
。
き
わ
め
て
節
約
さ
れ
た
身
振
り
で
、
拍
子
を
打
っ
て
い
る
だ
け
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
る
か

な
き
か
の
暗
示
的
な
指
示
で
、
彼
が
心
に
か
け
て
い
る
も
の
を
宙
に
描
き
出
す
（
現
存
す
る
指
揮
者
す
べ
て
の
中
で
、
彼
ほ
ど
ア
ル
ト

ゥ
ー
ル
・
ニ
キ
シ
ュ
の
指
揮
法
を
想
起
さ
せ
る
人
物
は
い
な
い
）。
そ
し
て
、
す
べ
て
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
か
ら
、
全
く
彼
が
望
ん
だ
そ

の
ま
ま
に
生
み
出
さ
れ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
全
く
な
じ
み
の
な
い
こ
の
よ
う
な
棒
に
順
応
す
る
術
を
心
得
た
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
も
、

み
ご
と
に
訓
練
さ
れ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
あ
る
。
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
ヘ
長
調
と
ニ
長
調
の
交
響
曲
の
演
奏
に
際
し
、
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ

シ
ュ
は
第
一
に
響
き
か
ら
組
み
上
げ
て
い
っ
た
（
因
み
に
こ
の
点
も
ニ
キ
シ
ュ
に
似
て
い
る
）。
す
ば
ら
し
い
音
楽
で
あ
る
、
温
か
な

音
の
美
し
さ
に
溢
れ
、
微
か
な
吐
息
の
よ
う
な
ピ
ア
ニ
ッ
シ
モ
、
細
や
か
に
上
昇
す
る
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
、
そ
し
て
品
位
あ
る
朗
々
た
る

フ
ォ
ル
テ
と
、
デ
ュ
ナ
ー
ミ
ク
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
無
限
に
豊
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
ブ
ラ
ー
ム
ス
が
ブ
ラ
ー
ム
ス
で
は
な
く
、
時
に
ほ
と

ん
ど
ワ
ー
グ
ナ
ー
を
思
わ
せ
た
の
は
、
こ
う
し
た
響
き
の
饗
宴
に
、
ま
た
、
悠
然
と
広
が
る
全
体
の
テ
ン
ポ
と
ル
バ
ー
ト
の
多
用
に
依

る
の
だ
ろ
う
。
と
も
か
く
、
こ
の
北
ド
イ
ツ
の
巨
匠
の
男
性
的
な
渋
さ
、
感
情
の
抑
制
は
、
こ
の
交
響
曲
の
作
曲
者
に
完
全
に
ふ
さ
わ

し
い
か
た
ち
で
は
な
い
に
せ
よ
、
様
々
に
表
わ
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
」（
Ｈ
・
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
、
１
９
４
７
年
４

五
八

117



ガブハンス・クナッパーツブッシュ　～生誕百年に寄せて～

月
９
日
「
南
ド
イ
ツ
新
聞
」）

Ⅵ
さ
て
、
以
降
、
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
以
前
に
増
し
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
に
来
演
す
る
よ
う
な
っ
た
。
当
時
こ
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
を
率
い
て
い
た
の
は
、
カ
バ
ス
タ
の
後
継
者
、
ハ
ン
ス
・
ロ
ス
バ
ウ
ト
で
あ
る
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
芸
術
的
安
定
を
高
め
る
た

め
に
彼
が
掲
げ
た
原
則
は
、
伝
統
的
な
交
響
管
弦
楽
作
品
の
演
奏
の
向
上
、
や
む
を
得
ず
等
閑
に
付
さ
れ
て
来
た
近
現
代
の
古
典
の
修

得
、
そ
し
て
、
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ト
へ
の
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
新
音
楽
の
解
釈
唱
道
者
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
に

際
し
、「
我
々
の
古
典
派
、
ロ
マ
ン
派
の
掛
け
替
え
の
な
い
財
産
と
我
々
の
時
代
の
作
曲
家
の
刺
激
的
で
興
味
を
惹
く
作
品
の
結
合
」

を
重
視
し
た
。
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
こ
う
し
た
方
向
に
則
し
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
ロ
ス
バ
ウ
ト
の
意
図
を

様
々
な
点
で
補
完
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
聴
衆
に
は
、
お
そ
ら
く
、
二
人
の
指
揮
者
の
人
と
な
り
か
ら
来
る
音
楽

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
対
比
は
、
多
分
に
魅
力
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
何
が
ど
う
あ
れ
、
分
析
的
な
指
揮
者
で
は

な
か
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
音
楽
会
は
、
決
し
て
別
方
法
の
音
楽
学
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、「
ク
ナ
」
の
瞬
間
々
々
か
ら
組
み
上
げ
て

い
く
暗
示
的
な
音
楽
の
あ
り
か
た
が
、
ロ
ス
バ
ウ
ト
の
、
時
に
よ
っ
て
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
大
学
教
授
風
の
音
楽
ス
タ
イ
ル
に
比
し
て
、

よ
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
お
よ
そ
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。

ロ
ス
バ
ウ
ト
退
任
後
、
１
９
４
９
年
10
月
に
フ
リ
ッ
ツ
・
リ
ー
ガ
ー
が
着
任
す
る
ま
で
、
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
の
来
演
は
さ
ら

に
増
え
た
。
代
表
的
な
曲
目
を
挙
げ
れ
ば
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
三
番
、
第
四
番
、
第
五
番
、
そ
し
て
第
七
番
、「
エ
グ
モ

ン
ト
」
序
曲
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
（
ソ
リ
ス
ト
は
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
ク
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
ハ
ン
）、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
第
三
、
第
四
交

響
曲
と
ハ
イ
ド
ン
・
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
交
響
曲
第
五
番
と
「
胡
桃
割
り
人
形
」
組
曲
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク

の
「
新
世
界
よ
り
」、
そ
し
て
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
「
第
三
」
と
「
第
八
」
が
あ
る
。

こ
の
時
期
、
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
バ
イ
ロ
イ
ト
か
ら
招
待
を
受
け
と
っ
て
い
る
。
彼
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
を
率
い
て
赴

い
た
。
両
者
と
も
無
償
の
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
っ
た
。
無
論
、
こ
の
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
街
で
オ
ペ
ラ
が
演
奏
さ
れ
る
ま
で
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に
は
ま
だ
時
間
を
要
し
た
（
心
か
ら
の
こ
の
願
い
を
ク
ナ
は
、
１
９
５
１
年
７
月
、
バ
イ
ロ
イ
ト
音
楽
祭
再
開
の
「
パ
ル
ジ
フ
ァ
ル
」

で
果
た
す
こ
と
に
な
る
）。
彼
に
は
、
尊
敬
す
る
巨
匠
の
生
誕
１
３
６
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
の
指
揮
が
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く

し
て
１
９
４
９
年
５
月
22
日
、
彼
は
生
涯
で
初
め
て
（
！
）、
再
建
さ
れ
た
劇
場
の
指
揮
台
に
立
っ
た
の
で
あ
る
、
熱
狂
と
歓
迎
の
喝

采
を
受
け
て
。「
演
奏
さ
れ
た
の
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
献
堂
式
」
の
ほ
か
に
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
作
品
―
「
神
々
の
黄
昏
」、「
ト
リ
ス
タ

ン
」
そ
し
て
「
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー
」
―

か
ら
の
抜
粋
で
あ
っ
た
。
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
こ
れ
ら
の
作
品
を
演
奏
会
用
編

曲
で
は
な
く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
結
尾
の
ま
ま
演
奏
し
た
が
、
そ
れ
は
劇
場
の
ス
タ
イ
ル
に
適
っ
て
い
た
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
家
の
人
々
が
臨

席
し
た
な
か
で
、
こ
の
忘
れ
が
た
い
祝
祭
の
時
を
音
楽
会
の
全
聴
衆
は
感
動
を
以
っ
て
受
け
と
め
た
」（
１
９
４
９
年
５
月
23
日
、
ア

ー
ベ
ン
ト
・
ツ
ァ
イ
ト
ゥ
ン
グ
）
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
の
こ
の
客
演
演
奏
会
は
、
バ
イ
ロ
イ
ト
祝
祭
劇
場
に
お
け
る
戦
後
初
の
コ
ン

サ
ー
ト
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

フ
リ
ッ
ツ
・
リ
ー
ガ
ー
の
新
監
督
就
任
後
も
、
確
か
に
回
数
は
減
っ
た
も
の
の
、「
ク
ナ
」
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
の
指
揮
台
に

立
ち
、
少
な
く
と
も
年
一
回
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
一
月
、
御
公
顕
の
祝
日
に
「
彼
の
」
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
カ
ー
と
音
楽
を
奏
で
た
。

フ
ァ
ン
は
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
１
９
５
０
年
代
、
旅
行
嫌
い
と
言
っ
て
も
よ
か
っ
た
彼
が
ス
イ
ス
へ
二
度
も
楽
旅
を
行
っ
て
い
る
。

ベ
ル
ン
、
バ
ー
ゼ
ル
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
、
ツ
ュ
ー
リ
ヒ
を
巡
っ
た
最
初
の
旅
（
１
９
５
１
年
４
月
９
日
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ブ
ラ
ー
ム

ス
の
「
第
三
」
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
エ
ロ
イ
カ
」
だ
っ
た
。
バ
ー
ゼ
ル
、
ア
ス
コ
ー
ナ
、
ツ
ュ
ー
リ
ヒ
へ
の
二
度
目
の
旅
（
１
９
５

６
年
10
月
）
の
楽
譜
鞄
に
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
八
番
、
ボ
ッ
ケ
リ
ー
ニ
の
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
（
ソ
リ
ス
ト
は
フ
リ
ッ
ツ
・

キ
ス
カ
ル
ト
）、
そ
し
て
ブ
ラ
ー
ム
ス
「
第
二
」
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。
赴
く
先
で
は
ど
こ
で
も
、
彼
の
芸
術
へ
の
、
い
つ
も
の
喝
采
。

ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
と
演
奏
す
る
の
を
最
も
好
ん
だ
の
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
第
三
番
、
第

八
番
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
大
ハ
長
調
交
響
曲
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
「
第
二
」
と
「
第
三
」、
そ
し
て
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
奥
義
、「
第
八
」
で
あ

る
。
レ
コ
ー
ド
録
音
が
残
っ
て
い
る
（
非
正
規
な
が
ら
）
の
が
、
ま
さ
し
く
「
エ
ロ
イ
カ
」、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
大
ハ
長
調
交
響
曲
、

ブ
ラ
ー
ム
ス
の
「
第
二
」（
演
奏
会
ラ
イ
ヴ
）、
ま
た
、
１
９
６
２
年
、
６
３
年
に
シ
ョ
ル
ン
通
り
の
ス
タ
ジ
オ
で
作
成
さ
れ
た
、
他
な

ら
ぬ
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
第
八
交
響
曲
（
最
近
、
日
本
で
Ｃ
Ｄ
化
さ
れ
た
）
と
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
前
奏
曲
、
序
曲
集
で
あ
る
の
は
、
特
筆
に
値
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す
る
。
他
の
作
品
は
ほ
と
ん
ど
、
一
、
二
度
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
上
っ
た
に
と
ど
ま
る
。
だ
が
、
こ
こ
に
は
、「
ク
ナ
」
が
特
に
愛
好
し
た

も
の
が
抜
け
て
い
る
。
ウ
ィ
ン
ナ
・
ワ
ル
ツ
。
別
け
て
も
カ
ー
ル
・
コ
ム
ツ
ァ
ー
ク
の
「
バ
ー
デ
ン
娘
」
に
は
、
彼
は
ま
さ
し
く
夢
中

だ
っ
た
よ
う
だ
（
選
り
に
よ
っ
て
こ
の
作
品
を
彼
は
一
度
、
実
際
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
と
演
奏
し
た
可
能
性
が
あ
る
、
す
な
わ
ち
、

１
９
４
５
年
８
月
21
日
で
あ
る
！
）。

こ
の
よ
う
に
、
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
に
は
常
に
作
品
の
性
格
が
、
作
品
が
自
ず
と
備
え
て
い
る
魅
力
が
大
切
だ
っ
た
。「
内
容

の
あ
る
音
楽
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
、
無
論
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
意
味
で
。
客
観
性
の
度
合
が
強
い
近
現
代
作
品
に
手
を

つ
け
る
こ
と
は
あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た
。
殊
に
晩
年
に
は
。

ブ
ラ
ー
ム
ス
の
解
釈
者
と
し
て
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
模
範
的
で
あ
る
。
彼
は
構
造
の
法
則
を
十
分
に
弁
え
、
ど
ん
な
音
に
も

重
み
が
あ
っ
た
。
彼
の
指
揮
す
る
ブ
ラ
ー
ム
ス
は
、
ま
だ
、
正
統
の
息
吹
き
を
帯
び
て
い
た
。
彼
の
唯
一
の
偉
大
な
模
範
だ
っ
た
ハ
ン

ス
・
リ
ヒ
タ
ー
は
１
８
７
７
年
に
「
第
二
」
の
初
演
を
、
六
年
後
に
は
「
第
三
」
の
そ
れ
を
指
揮
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
を
ブ
ラ
ー
ム

ス
の
「
エ
ロ
イ
カ
」
と
名
づ
け
た
の
も
彼
で
あ
る
。
リ
ヒ
タ
ー
以
前
に
も
、
若
き
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
放
り
出
さ
れ
る
ま
で
、

ブ
ラ
ー
ム
ス
の
友
人
、
フ
リ
ッ
ツ
・
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク

（

マ

マ

）

の
も
と
で
既
に
「
専
門
を
学
ん
で
い
た
」
の
だ
。「
ク
ナ
」
が
、
そ
の
生
来

の
性
向
は
別
に
し
て
も
、
す
べ
て
本
質
的
な
こ
と
を
吸
収
し
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
交
響
曲
を
一
度
で
も
こ
の
指
揮
者

で
聴
い
た
者
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
忘
れ
ら
れ
ぬ
体
験
で
あ
っ
た
！

Ⅶ
カ
イ
ム
交
響
楽
団
の
名
で
創
設
さ
れ
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
、
時
に
「
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
交
響
楽
団
」（
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
レ

ー
ヴ
ェ
に
よ
る
１
８
９
７
年
10
月
の
「
第
五
」
ウ
ィ
ー
ン
初
演
の
圧
倒
的
な
成
功
に
由
来
す
る
）
と
も
呼
ば
れ
た
こ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

の
歴
史
に
、
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
の
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
解
釈
の
数
々
も
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
尤
も
、
彼
は
、
終
生
、
第
一
版

や
コ
ン
サ
ー
ト
用
の
版
、
つ
ま
り
、
シ
ャ
ル
ク
や
レ
ー
ヴ
ェ
の
改
作
版
を
好
ん
で
い
た
。
30
年
代
初
頭
以
降
、
原
典
版
と
の
関
り
の
中

で
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
作
曲
様
式
に
つ
い
て
展
開
し
て
い
っ
た
見
方
を
、
彼
は
頑
な
に
無
視
し
続
け
た
。
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「
ク
ナ
」
が
自
ら
選
ん
だ
故
郷
、
こ
の
他
な
ら
ぬ
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
は
、
招
待
客
を
前
に
、
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ィ
ン
・
ハ
ウ
ゼ
ッ
ガ
ー

指
揮
す
る
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
よ
っ
て
、
初
の
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
交
響
曲
全
曲
連
続
演
奏
会
の
最
終
夜
、
レ
ー
ヴ
ェ
版
の
後
に
原
典
版

が
、「
第
九
」
の
原
典
版
が
初
め
て
演
奏
さ
れ
た
地
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
い
っ
そ
う
の
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
。
し
か
し
「
ク
ナ
」

に
は
、
彼
の
理
解
に
照
ら
せ
ば
、
原
典
版
は
音
楽
的
に
不
十
分
だ
と
思
わ
れ
た
の
だ
。
彼
は
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
改
作
認
可
を
理
由
と
し

て
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
問
題
の
核
心
を
衝
い
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
作
曲
者
は
自
分
の
手
稿
（
原
典
）
に
別
の
価
値
を
置
い
て

い
た
に
相
違
な
い
の
だ
か
ら
。

ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
、
い
や
、
改
作
者
た
ち
へ
の
迎
合
は
、
む
し
ろ
、
自
分
の
作
品
を
一
度
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
で

耳
に
し
た
い
、
そ
し
て
で
き
得
る
な
ら
ば
、
成
功
を
手
に
し
た
い
と
い
う
、
も
っ
と
も
な
願
望
の
帰
結
だ
っ
た
。
当
時
の
解
釈
や
演
奏

の
あ
り
様
は
、
ウ
ィ
ー
ン
宮
廷
図
書
館
（
今
日
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
図
書
館
）
に
遺
贈
し
た
そ
の
ま
ま
の
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
形
、

「
後
世
に
」
よ
う
や
く
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
形
と
は
対
立
し
て
い
た
。（
尤
も
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
独
特
な
構
造
の
組
み
立
て
の
た

め
に
、
今
日
で
も
な
お
、
種
々
の
版
・
稿
の
細
部
に
未
解
決
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。）

と
も
か
く
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
弟
子
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
レ
ー
ヴ
ェ
と
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ャ
ル
ク
の
企
て
は
す
べ
て
、
彼
ら
が
尊

敬
す
る
巨
匠
の
芸
術
を
世
に
知
ら
し
め
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
根
拠
と
し
て
二
人
は
、「
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
意
図
を
把
握
し
た
上

で
」
改
作
を
行
っ
た
の
だ
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
実
地
で
接
し
て
い
た
彼
ら
は
、
そ
の
時
代
の
、
つ
ま
り
19
世
紀
末
葉
の
響
き
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
出
発
し
た
。
更
に
彼
ら
は
、
楽
想
の
移
行
に
明
確
な
輪
郭
線
を
引
か
な
い
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
風
の
「
混
合
音
響
」
を
い
や
が
う
え

に
も
熟
知
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
音
楽
は
、
そ
の
渋
く
近
寄
り
難
い
峻
険
さ
、
そ
の
画
然
と
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
な
し

た
重
層
性
に
お
い
て
、
全
く
対
極
に
位
置
し
て
い
た
。
二
人
が
彼
ら
の
先
生
を
如
何
に
評
価
し
て
い
て
も
、
異
質
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
修
正
は
如
何
な
る
点
に
お
い
て
も
、
ま
ず
は
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
作
品
に
な
じ
ん
で
い
な
い
当
時
の
人
々
に
そ
れ
を
わ
か
り
易

く
す
る
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
伝
統
に
出
自
を
持
っ
て
い
た
。
ハ
ン
ス
・
リ
ヒ
タ
ー
と
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
ワ

ー
グ
ナ
ー
の
指
導
を
受
け
、
こ
の
伝
統
に
取
り
組
み
、
自
ら
の
最
も
内
な
る
確
信
に
従
っ
て
、
こ
の
伝
統
の
熱
烈
な
唱
道
者
と
な
っ
た
。
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当
時
彼
が
受
け
取
っ
た
も
の
を
、
彼
は
決
し
て
忘
れ
な
か
っ
た
。

「
ク
ナ
」
は
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
に
「
ヴ
ァ
ル
ハ
ラ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
支
店
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
異
母
弟
」

（
バ
イ
エ
ル
ン
放
送
制
作
ハ
ン
ス
・
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
生
誕
百
年
記
念
特
集
で
の
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ー
マ
ン
の
言
葉
）
を
見
た
の

だ
っ
た
。「
ク
ナ
」
が
知
っ
た
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
交
響
曲
は
「
ワ
ー
グ
ナ
ー
風
の
」
手
が
加
わ
っ
た
も
の
以
外
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

か
く
し
て
彼
は
、
シ
ャ
ル
ク
＝
レ
ー
ヴ
ェ
版
を
護
る
最
後
の
「
正
統
の
」
闘
士
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
版
の
中
核
と
も
言

う
べ
き
シ
ン
バ
ル
を
彼
は
二
重
に
重
ね
さ
え
し
た
が
、
そ
れ
が
気
に
入
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

１
９
４
８
年
３
月
31
日
の
あ
る
演
奏
会
評
は
、
み
ご
と
な
一
例
で
あ
る
。「
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
原
典
版
」
と
言
う
言
葉
に
は
線
が
引

か
れ
て
い
た
。
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
「
第
七
」
を
、
84
年
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
「
オ
デ
オ
ン
」
で
ヘ
ル
マ
ン
・
レ
ー
ヴ
ィ
の
指
揮

の
下
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
が
自
ら
耳
に
し
た
と
お
り
に
響
か
せ
た
の
だ
。
こ
う
し
て
我
々
に
は
、
第
二
楽
章
で
シ
ン
バ
ル
奏
者
が
立
ち
上

が
り
（
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
シ
ン
バ
ル
を
二
対
、
打
た
せ
た
！
）、
膝
ま
づ
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
あ
の
盛
り
上
が
り
に
点
睛

を
加
え
る
時
、
あ
の
一
度
限
り
の
、
荘
厳
極
ま
り
な
い
瞬
間
が
再
び
与
え
ら
れ
た
の
だ
。
い
わ
ゆ
る
原
典
版
に
、
こ
の
シ
ン
バ
ル
は
な

い
。（
…
）
彼
（
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
）
の
解
釈
に
は
、
他
の
誰
に
も
見
い
だ
せ
な
い
滔
々
と
流
れ
る
静
謐
が
湛
え
ら
れ
て
い
る
。

（
…
）
拍
子
を
刻
む
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
風
の
振
り
方
や
、
ま
た
、
青
筋
を
立
て
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
駆
り
た
て
る
専
制
君
主
の
狂
熱
か
ら

彼
が
離
れ
て
久
し
い
。
彼
ほ
ど
に
「
何
も
し
な
い
」
者
は
い
な
い
、
ま
た
、
そ
こ
で
彼
ほ
ど
に
多
く
を
与
え
る
者
は
い
な
い
（
…
）。

彼
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
を
指
揮
し
た
二
日
は
、
大
い
な
る
日
だ
っ
た
（
そ
し
て
二
日
目
の
金
管
は
、
と
り
わ
け
見
事
だ
っ
た
！
）。

…
」（
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
、
南
ド
イ
ツ
新
聞
）

新
聞
評
は
ど
れ
も
例
外
な
く
、
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
の
解
釈
、
特
に
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
交
響
曲
解
釈
に
注
目
を
促
し
て
い
る
。

時
に
あ
ま
り
に
遅
く
な
る
テ
ン
ポ
や
原
典
版
の
問
題
（
後
年
に
な
る
に
つ
れ
、
確
か
に
言
及
が
増
加
し
て
い
る
）
に
つ
い
て
は
、
慎
重

な
批
判
が
繰
り
返
し
見
ら
れ
る
が
、
情
感
に
富
み
ス
ケ
ー
ル
感
の
あ
る
彼
の
ス
タ
イ
ル
と
響
き
の
効
果
に
対
す
る
彼
の
セ
ン
ス
に
は
讃

辞
が
呈
さ
れ
て
い
る
。

「
ク
ナ
」
の
お
気
に
入
り
は
、「
三
番
」「
四
番
」「
五
番
」「
七
番
」、
そ
し
て
「
八
番
」
だ
っ
た
。
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ー
マ
ン
は
１
９
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６
０
年
１
月
、
こ
う
書
い
て
い
る
。「
ハ
ン
ス
・
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
八
番
を
、
彼
に
心
服
し
て
い
る
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
と

幾
度
も
演
奏
し
て
き
た
。
彼
の
音
楽
性
に
あ
る
内
発
性
を
考
え
れ
ば
、
彼
が
何
か
固
定
さ
れ
た
解
釈
の
規
範
を
基
礎
に
し
た
り
な
ど
し

な
か
っ
た
の
は
、
明
白
で
あ
る
。
常
に
「
前
と
は
違
っ
た
」
第
八
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、
常
に
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
の
第
八
で
あ

っ
た
。
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
こ
の
雄
大
な
交
響
曲
の
最
新
の
演
奏
で
は
、
デ
ュ
ナ
ー
ミ
ク
は
一
層
見
通
し
よ
く
、
移
行
は
一
層
滑
ら
か
に
、

そ
し
て
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
と
テ
ュ
ー
バ
の
響
き
全
体
は
一
層
品
位
と
厳
か
さ
を
加
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。（
…
）
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ

ル
は
、
細
部
の
意
味
を
十
分
に
弁
え
、
ま
た
、
表
情
豊
か
に
雄
大
な
テ
ン
ポ
で
荘
厳
な
歩
み
を
進
め
、
紛
れ
も
な
い
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
交

響
楽
団
と
し
て
の
高
度
の
資
質
を
保
持
し
て
い
た
。
演
奏
終
了
後
、
数
秒
あ
っ
て
割
れ
ん
ば
か
り
の
喝
采
と
な
っ
た
が
、
聴
衆
の
深
い

感
銘
の
十
分
な
証
し
で
あ
る
」（
１
９
６
０
年
１
月
27
日
、
南
ド
イ
ツ
新
聞
）

三
年
後
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
に
は
「
八
番
の
解
釈
が
、
今
回
ほ
ど
こ
れ
ま
で
の
演
奏
と
大
き
く
異
な
っ
た
と
思
わ
れ
た

こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
は
こ
の
作
品
を
全
く
新
た
に
洞
察
し
、
心
に
受
け
と
め
た
の
だ
ろ
う
。
巨
大
な
石
造
り
の
こ
の
作
品
の
荘
厳
な

不
協
和
音
の
尖
角
を
、
こ
れ
ほ
ど
鋭
く
切
り
出
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
厳
し
く
リ
ズ
ム
を
前
進
さ
せ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」

（
１
９
６
３
年
１
月
23
、
24
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
）。「
ク
ナ
」
の
最
後
の
「
八
番
」
だ
っ
た
。

ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
聴
衆
を
、
そ
の
解
釈
で
魔
術
師
の
よ
う
に
虜
に
し
た
が
、
自
分
に
そ
れ
が
終
わ
っ
て
し
ま
え
ば
、
有
無

を
言
わ
さ
ず
刎
ね
つ
け
る
よ
う
な
身
振
り
や
口
ご
も
っ
た
言
葉
で
、
魔
法
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
る
時
「
五
番
」
の
演
奏
が
終
わ
っ

た
と
こ
ろ
で
、
水
を
打
っ
た
よ
う
な
感
動
に
沈
む
会
場
に
、
数
秒
後
、
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
な
唸
り
声
が
聞
こ
え
た
、「
お
し
ま
い
！
」

こ
の
よ
う
に
、
彼
の
距
離
の
置
き
方
は
尊
大
と
も
見
え
か
ね
な
い
ほ
ど
だ
が
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
彼
ほ
ど
に
愛
さ
れ
た
音
楽
家
は
、
彼

以
前
に
皆
無
に
近
い
。「
ク
ナ
」
が
終
演
の
喝
采
を
避
け
れ
ば
避
け
る
ほ
ど
、
聴
衆
は
一
層
有
頂
天
に
反
応
し
た
の
で
あ
る
。
ク
ナ
ッ

パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
告
知
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
特
別
な
意
味
を
誰
も
が
よ
く
知
っ
て
い
た
。
彼
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
ど
れ
も
、

特
別
演
奏
会
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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Ⅷ
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
と
の
結
び
つ
き
の
意
味
を
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
は
十
分
に
評
価
し
て
い
た
。
こ
の
大
指
揮
者
は
、
彼
の

指
揮
す
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
常
に
き
わ
め
て
慎
重
に
選
択
し
、
彼
と
の
集
中
的
な
協
同
作
業
と
い
う
特
典
を
無
選
択
に
賦
与
し
た
り
は
、

決
し
て
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
収
入
の
点
で
ど
れ
ほ
ど
魅
力
あ
る
申
し
出
が
あ
っ
て
も
、
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

で
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
と
州
立
管
弦
楽
団
し
か
指
揮
し
な
か
っ
た
。

深
い
感
謝
の
し
る
し
と
し
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
は
、
こ
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
客
演
指
揮
者
の
70
才
の
誕
生
日
（
１
９
５
８
年
３
月

12
日
）
に
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
名
誉
指
輪
」
を
贈
っ
た
。
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
感
動
し
た
謝
辞
を
述
べ
て
い
る
、「「
あ
り

が
と
う
」
と
書
き
送
る
べ
き
先
は
千
を
優
に
超
え
て
い
る
の
で
す
が
、
貴
殿
（
当
時
の
事
務
局
長
エ
ミ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
デ
）
は
、
私
の

謝
意
を
誰
よ
り
も
早
く
受
け
取
る
べ
き
人
物
の
一
人
で
す
。
貴
殿
と
貴
殿
の
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
私
に
大
変
な
喜
び
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。
指
輪
は
た
と
え
よ
う
も
な
く
美
し
い
。
こ
の
指
輪
に
は
特
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
の
安
静
期
間
が
遠
か
ら
ず
終
わ
れ

ば
良
い
の
で
す
が
。
そ
う
す
れ
ば
、
私
は
貴
殿
と
貴
殿
の
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
も
と
へ
赴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
自
身
、
そ
れ
を

千
秋
の
思
い
で
待
っ
て
い
る
の
で
す
」

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
の
共
演
だ
け
に
見
ら
れ
た
特
別
な
結
び
つ
き
の
し
る
し
は
、
無
論
、
数
え
切
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
練
習
の
際
に
は
、
彼
の
場
合
、
短
い
言
葉
、
い
や
、
大
抵
は
、
励
ま
す
よ
う
な
、
あ
る
い
は
、
咎
め
る
よ
う

な
眼
差
し
だ
け
で
十
分
だ
っ
た
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
メ
ン
バ
ー
は
一
致
し
て
述
べ
て
い
る
。
外
面
は
最
小
限
の
動
き
で
、
彼
は
最
大
限

の
内
的
な
効
果
を
目
指
し
て
い
た
。
彼
の
正
確
な
記
憶
力
も
賞
賛
と
畏
怖
の
的
だ
っ
た
。
練
習
に
際
し
あ
る
メ
ン
バ
ー
に
彼
が
、
今
回

は
三
年
前
と
同
じ
箇
所
を
弾
き
損
じ
な
い
よ
う
に
と
指
摘
し
た
こ
と
ま
で
あ
る
の
で
あ
る
。「
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
教
授
と
の
こ

う
し
た
友
好
関
係
で
は
、
ど
ん
な
時
期
に
も
彼
に
助
言
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、
ど
ん
な
時
に
も
彼
は
そ
ば
で
助
言
と
助
力

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
誠
実
と
信
頼
は
、
今
日
、
こ
う
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
も
う
決
し
て
日
常
の
も
の
で
は
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」（
エ
ミ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
デ
、
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
の
75
才
の
誕
生
日
に
）

１
９
６
５
年
10
月
イ
タ
リ
ア
楽
旅
の
途
路
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
に
、
40
年
以
上
に
わ
た
っ
て
忘
れ
ら
れ
ぬ
夕
べ
を
共
に
体
験
し
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て
き
た
、
彼
ら
の
敬
愛
す
る
指
揮
者
、
ハ
ン
ス
・
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
の
訃
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

ミ
ラ
ノ
・
ス
カ
ラ
座
で
の
二
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
彼
の
思
い
出
に
捧
げ
ら
れ
た
。

付
録

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
と
の
ラ
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト
評

ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
と
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
を
指
揮

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
第
６
回
演
奏
会

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
の
第
６
回
演
奏
会
で
ハ
ン
ス
・
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
、
彼
が
全
く
特
別
な
愛
着
を
抱
い
て
い
る
と
思

わ
れ
る
二
つ
の
交
響
作
品
を
指
揮
し
た
。
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
「
死
と
変
容
」
と
ア
ン
ト
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
第
三
交
響

曲
ニ
短
調
で
あ
る
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
交
響
詩
で
は
、
見
事
な
管
弦
楽
法
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
ワ
ー
グ
ナ
ー
風
の
深
刻
さ
、
荒
々
し
さ

が
指
揮
者
に
は
魅
力
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
死
と
の
闘
い
を
描
い
た
箇
所
や
、
幾
分
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
を
思
わ
せ
る

回
想
の
世
界
を
突
き
破
っ
て
く
る
変
容
の
モ
テ
ィ
ー
フ
の
劇
性
で
あ
る
。
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
第
三
交
響
曲
で
は
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な

規
模
の
大
き
さ
と
灼
熱
で
あ
る
（
単
に
好
み
と
い
う
も
の
を
基
準
に
し
て
も
、
こ
の
些
か
不
均
整
な
交
響
曲
の
最
も
価
値
の
あ
る
箇
所

―
即
ち
、
第
一
楽
章
の
提
示
部
、
第
二
楽
章
の
主
題
の
変
奏
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
副
次
モ
テ
ィ
ー
フ
の
壮
麗
な
展
開
―
　
は
ブ
ル
ッ
ク
ナ

ー
が
書
い
た
最
も
美
し
い
ペ
ー
ジ
に
属
す
る
と
い
っ
て
も
、
ま
ず
間
違
い
な
く
、
理
解
を
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
リ

ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
優
れ
た
管
弦
楽
作
品
と
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
交
響
楽
の
圧
倒
的
な
力
を
併
置
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
生

み
出
し
た
対
照
は
、
既
に
交
響
曲
の
冒
頭
数
小
節
に
お
い
て
、
瞠
目
す
べ
き
も
の
だ
っ
た
。
二
つ
の
世
界
は
全
く
異
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
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病
熱
の
気
分
を
表
す
冒
頭
の
鈍
い
脈
動
を
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
は
、
鬱
々
と
思
い
悩
む
よ
う
な
暗
い
趣
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一

種
、
明
澄
さ
を
志
向
し
て
、
つ
ま
り
、
主
題
と
リ
ズ
ム
の
精
確
な
提
示
に
眼
目
を
置
い
て
指
揮
し
た
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
こ
の
時
点
で
、

彼
に
ま
だ
、
十
分
な
集
中
力
で
つ
い
て
行
っ
て
い
た
と
は
思
え
な
い
の
で
、
或
い
は
彼
は
、
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
彼
を
措
い
て
何
人
も
な
し
得
な
い
指
揮
法
か
ら
繰
り
広
げ
ら
れ
、
終
わ
り
な
く
続
く
か
と
思
わ
れ
た
、
死
と
の

闘
争
の
強
音
部
は
、
一
層
強
烈
だ
っ
た
。
そ
の
あ
ま
り
、
き
わ
め
て
洗
練
さ
れ
、
か
つ
、
豊
か
な
和
声
を
備
え
た
変
容
の
主
題
す
ら
、

そ
れ
が
最
後
に
壮
麗
極
ま
り
な
く
響
き
わ
た
る
時
に
も
、
こ
の
死
の
印
象
を
消
し
去
る
こ
と
は
お
ろ
か
、
和
ら
げ
さ
え
で
き
な
か
っ
た

ほ
ど
だ
。

ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
三
番
、
終
始
幽
暗
の
世
界
に
漂
う
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
ハ
短
調
ソ
ナ
タ
第
一
楽
章
と
の
共
通
性
を
、
な
お
文
字
ど
う

り
の
細
部
に
多
く
残
し
な
が
ら
、
他
方
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
「
指
環
」
和
声
を
交
響
作
品
の
進
行
に
取
り
入
れ
よ
う
と
い
う
意
図
を
持
つ

こ
の
作
品
は
、
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
に
と
っ
て
、
い
わ
ば
ク
レ
シ
ェ
ン
ド
の
祝
典
で
あ
っ
た
。
彼
が
主
眼
を
置
い
た
の
は
、
レ
ン

ト
ラ
ー
の
副
次
主
題
や
ト
リ
オ
の
優
美
な
旋
律
で
は
な
く
、
強
音
の
箇
所
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
異
な
る
和
声
ブ
ロ
ッ
ク
を
意
識
し

て
置
か
れ
た
と
覚
し
い
わ
ず
か
な
ゲ
ネ
ラ
ル
・
パ
ウ
ゼ
は
（
こ
う
し
た
箇
所
で
オ
ケ
が
示
し
た
敏
感
さ
は
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
だ
っ

た
）、
和
音
を
相
互
に
際
立
た
せ
、
か
つ
、
移
行
を
明
瞭
に
示
し
て
い
た
が
、
そ
の
際
の
徹
底
し
た
静
け
さ
は
、
交
響
曲
に
お
け
る
表

現
の
雄
弁
さ
の
ま
さ
に
見
事
な
一
例
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
が
目
立
っ
て
遅
い
テ
ン
ポ
を
取
る
こ
と
は
決

し
て
な
い
。
緩
徐
楽
章
は
、
根
本
に
お
い
て
ア
レ
グ
レ
ッ
ト
の
、
動
き
の
あ
る
ア
ン
ダ
ン
テ
だ
っ
た
。
ま
た
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
こ
れ
以

上
に
早
く
演
奏
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
か
く
し
て
こ
の
老
指
揮
者
は
全
聴
衆
を
、
彼
の
愛
す
る
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
世
界
に
引
き

込
ん
だ
の
で
あ
る
。
演
奏
後
の
拍
手
に
彼
は
簡
単
に
、
そ
し
て
非
常
に
丁
寧
に
応
え
て
い
た
。
そ
の
時
、
彼
は
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
、

フ
リ
ッ
ツ
・
ゾ
ン
ラ
イ
ト
ナ
ー
の
肩
を
嬉
し
そ
う
に
叩
い
て
い
た
が
、
そ
れ
を
こ
の
優
れ
た
音
楽
家
は
、
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
音
楽
の
偉

大
な
伝
統
か
ら
彼
に
贈
ら
れ
た
、
名
誉
あ
る
叙
任
の
名
誉
あ
る
叙
任
の
刀
礼
と
感
じ
た
の
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。

（
ヨ
ア
ヒ
ム
・
カ
イ
ザ
ー
、「
南
ド
イ
ツ
新
聞
」
１
９
６
４
年
１
月
17
日
）
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訳
者
記

昨
冬
だ
っ
た
か
、「
訳
し
て
」
と
友
人
か
ら
渡
さ
れ
た
コ
ピ
ー
が
、
こ
の
小
伝
だ
っ
た
。

こ
の
指
揮
者
が
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
を
振
っ
た
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
交
響
曲
第
四
番
の
レ
コ
ー
ド
に
接
し
て
以
来
、
お
よ
そ
三
十
年
に

な
る
。
レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
解
説
や
限
ら
れ
た
音
楽
評
論
家
の
記
述
に
頼
る
よ
り
な
か
っ
た
当
時
に
比
し
て
、
こ
の
巨
大
な
音
楽

家
の
人
と
音
楽
に
つ
い
て
、
一
音
楽
愛
好
家
が
入
手
で
き
る
情
報
は
、
こ
の
数
年
、
格
段
に
増
え
た
。
１
９
９
９
年
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の

ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
協
会
会
長
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
回
想
記
『
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
の
思
い
出
』
の
邦
訳
（
芸
術
現

代
社
）
と
吉
田
光
司
の
労
作
『

』（
キ
ン
グ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
の
二
冊
が
刊
行
さ
れ
、
２

０
０
１
年
５
月
に
は
、
文
献
学
的
に
厳
密
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
、
お
そ
ら
く
世
界
初
の
評
伝
と
言
っ
て
よ
い
奥
波
一
秀
『
ハ
ン
ス
・
ク

ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
　
音
楽
と
政
治
』（
み
す
ず
書
房
）
が
出
版
さ
れ
た
。
他
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
鈴
木
秀
三
氏
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
中
心
に
日
本
ハ
ン
ス
・
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
研
究
会
が
発
足
し
、
驚
く
ほ
ど
精
力
的
な
活
動
に
よ
り
、
短
時
日
の

う
ち
に
コ
ン
サ
ー
ト
記
録
が
作
成
さ
れ
た
。
職
業
音
楽
批
評
家
の
「
感
想
文
」
や
、
信
憑
性
皆
無
の
創
作
す
ら
混
在
し
て
い
る
と
思
し

い
、
面
白
お
か
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
類
を
超
え
て
、
自
身
に
つ
い
て
は
寡
黙
で
あ
っ
た
こ
の
人
物
を
正
確
に
捉
え
よ
う
と
す
る
こ
の
動

き
の
底
に
は
、
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

友
人
か
ら
受
け
取
っ
た
コ
ピ
ー
の
出
典
は
、
残
念
な
が
ら
筆
者
に
は
、
今
以
っ
て
不
明
で
あ
る
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
に
照
会
し

た
筆
者
の
手
紙
は
、
小
伝
の
著
者
へ
回
送
さ
れ
た
ら
し
く
、
思
い
が
け
ず
マ
イ
ヤ
ー
女
史
自
身
か
ら
手
紙
を
頂
い
た
。

ガ
ブ
リ
エ
レ
・
Ｅ
・
マ
イ
ヤ
ー
博
士
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
南
部
の
温
泉
保
養
都
市
バ
ー
ト
・
リ
ー
ベ
ン
ヴ
ェ
ル
ダ
に
生
ま
れ
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
音
楽
大
学
と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
で
音
楽
学
、
芸
術
史
、
考
古
学
、
哲
学
を
学
び
、
１
９
８
３
年
、
博
士
号
請
求
論
文
「
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
楽
章
形
式
に
関
す
る
考
察
」
を
提
出
し
た
後
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
中
心
に
音
楽
史
、
芸
術
史
の
分
野
で
多
く
の

展
覧
会
の
企
画
や
著
述
を
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

こ
こ
に
訳
出
し
た
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
伝
は
、
コ
ピ
ー
を
見
る
に
、
お
そ
ら
く
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
関
連
の
小
雑
誌
に
三
回

に
分
け
て
掲
載
さ
れ
、
そ
の
後
、
著
作
に
組
込
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
、
博
士
に
よ
れ
ば
、
５
２
０
ペ
ー
ジ
の
大
著
『
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ

ル
の
百
年
』（
ア
ロ
イ
ス
・
ク
ニ
ュ
ル
書
店
、
１
９
９
４
年
）
の
２
２
８
頁
か
ら
２
４
５
頁
に
採
録
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
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原
文
に
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
と
ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ッ
シ
ュ
の
公
演
記
録
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
上
記
研
究
会

の
コ
ン
サ
ー
ト
記
録
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
、
訳
出
し
な
か
っ
た
。

追
記

本
稿
の
初
校
校
正
後
、
マ
イ
ヤ
ー
博
士
よ
り
出
典
の
情
報
を
受
け
と
っ
た
。
１
９
８
８
年
の

第
六
〜
八
号
に
発
表
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
『
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
の
百
年
』
に
は
、

短
縮
さ
れ
た
改
訂
稿
が
採
録
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
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